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文部科学省は、
一人一台端末・高速通信環境を生かすために

３ステップを提唱しています
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ステップ１は

すぐにできま
すか？



教員の「心の内」予想

1. 一人一台ＰＣが入ったので授業で使ってくださいと言われても、研

修もないのに…。さて、どうしたら…。

2. ＰＣをよく使っている先生から学びましょうと言われても、授業を

見合う時間はどこに？あの先生とは授業観が違うし…。さて、どう

したら…。

3. ＰＣで資料を見せるだけでは、一人一台ＰＣを入れた意味がないと

言われそう…。

4. いつ学校が休校となってもいいように、子どもたちにＰＣの活用法

を指導してくださいと言われても…。



管理職の「心の内」予想

1. 一人一台ＰＣが入ったので授業で使ってくださいと言ったものの、

どの教室でも使われることは奇跡に近いかも…。さて、どうしたら

…。

2. いずれ委員会から稼働率についての調査がある。それまでに、どう

手を打つかだ。さて、どうしたものか。

3. うちの担任はせっかく入ったＰＣを使うことがほとんどないのです

よと、保護者から言われそうで…。さて、どうしたら…。

4. 一人一台ＰＣ活用の指導助言を求められても、自分が経験したこと

がないのに助言はなかなかできない…。さて、どうしたら…。
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ステップ０
“小学校1年生から中学3年生まで”
“どの子どもたちも”
（特別支援学級、外国人児童生徒）

“システムが動き始めたその日から”
活かせる一人一台端末

子どもが入力する
→

教師が見ること
ここがステップ０

ステップ１は
すぐにできますか？
ステップ０が
いるのでは？



ステップ０のためのクラウドアプリ



心の天気 ＝自分の心を見つめる
教師は子どもたちの心の変化をとらえる

学びの天気＝授業での振り返り、ポートフォリオ、
メタ認知力向上
教師は「学びに向かう力」を捉える
授業改善への貴重な資料とできる

子どもが入力（心、学び） 教師が見る（心、学び）





（例）心の天気

名

前

期 日
教師は子どもへメッセージ発信を
して子どもとつながる

子どもと教師がつながる
コミュニケーションツール



子どもの「天気」と「ひとことメモ」入力画面





学びに向かう力・人間性等



主体的に学習に取り組む態度

①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付け
たりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面と、②①
の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面とい
う2つの側面から評価することが求められています。

後者は、自己調整学習の理論やモデルが基盤になっていると思われま
すが、やはりここでもメタ認知が鍵になります。なぜなら、学習者が
自らの学習を調整するためには、まず、自らの学習状況を適切にメタ
認知することが要求されるからです。

しかし、自らの学習方法や理解状況を適切にメタ認知することは、実
は私たちが思っている以上に難しいものです。学習者が自らの学習状
況を慎重に吟味したり、批判的に捉えたりといった機会を設け、適切
なフィードバックを与えていく中で、このような態度やスキルを育成
して必要があります。 （岩手大学教育学部准教授 久坂哲也）



京都教育大准教授
伊藤崇達



全学級での共通行動提案

全ての学級で朝あるいは帰りに「心の天気」を入力させましょう。

一つの教科（例 国語）を決めて、「学びの天気」と「ひとことメモ」を
入力させましょう。

学級担任は、まずは「心の天気・学びの天気」を眺めます。
学年主任は学年全体を、管理職は全校の「天気」を眺めます。



言葉にならない気持ちを吐き出すことができる小さな避難場所（ゼミ生 矢崎楓子さんのとらえ）
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